
令和元年度まちいち集会の概要 
 

  石井町の町づくり・未来づくりについて、「新時代と共に」というテーマを掲げ、住民の方から多くのご意見・ご要望等をいただき町政

に反映させるため、町内の５地区で開催いたしました。役場からは町長・教育長を含め、各地区１０名～１１名が出席しました。 

 

◯開催状況 

開  催  日 開 催 地 区 開 催 場 所 参 加 人 数 

令和元年１０月８日（火） 高 原 公民館高原分館 ３９人 

令和元年１０月１０日（木） 石 井 中 央 公 民 館 ３９人 

令和元年１０月１５日（火） 浦 庄 公民館浦庄分館 ４４人 

令和元年１０月１７日（木） 高川原 公民館高川原分館 ３４人 

令和元年１０月２４日（木） 藍 畑 公民館藍畑分館 ２１人 

 

◯主な意見・質問・要望と回答および対応 

※回答および対応についての内容は、まちいち集会開催時（令和元年１０月現在）になっています。 

質 問 ・ 要 望 等 回        答 

石井地区 
 

飯尾川は早く石井町を通過させて吉野川市へ

バトンタッチして、できれば渡内川もそれに関

係して進めていきたいが、町はどれぐらいを

めどに飯尾川の改修を進めていくのか。 

麻名用水堰の撤去後、ある程度様子を見て加茂野の堰を撤去する流れです

が、麻名用水の関係で地元に不安の声があるようです。解消する方法がない

か、県に問いかけていますが明確な返事はありません。県の事業に対して、

地元合意形成など積極的に応援すると申し上げ、県から返答があればしっか



り対応していきたいと考えています。 

四国リサイクルから北側の渡内川、川幅をもっ

と広げたら、水の流れが良くなるのでは。 

渡内川の浚渫をしてもらったが真ん中だけし

て土は護岸の方へ寄せただけ。土は取り除い

てほしい。 

１２３号線アグリ通りが開通したが、開通式は

しないのか。その後、東に道路をつなげたらど

こにつながるのか。 

県の事業でバイパスの新渡内川橋から八坂橋までの間、川幅を広げる事業

を進めています。他の箇所についても、樹木の伐採などで通水断面を阻害す

るものを撤去する作業を吉野川庁舎（川島土木）が行っています。 

浚渫については県に確認はしますが、中央部を通水するための有効な方法

だと考えています。 

開通式については考えていません。構想としては国道までの計画はあります

が、これからの継続時期は未定です。 

防災交流センターを利用して自治会を開催し

た。街灯がなく暗いため視界が悪く、雨の日だ

ったので水たまりに入ってしまった。どうにか

ならないか？ 

現状、暗いという指摘は他からもあるのですが、施設の周辺に住む方にとっ

ては明るすぎるという問題もあります。しかし、街灯がないために利用時に

弊害が出ることは問題ですので、早急に検討させていただきたいと思いま

す。 

台風１５号は比較的時間が長く、一人の高齢者

を避難所に送ったが、避難の際にお茶や食べ

物がなく不自由だった。避難所の鍵を開ける

際、畳の間にポットを用意してはどうか？ 

大雨や台風は事前にいつ起こるか分かるので、２日程度の食料の準備をお

願いしています。普段の分館の利用においても、役場が利用者にお茶を提供

することはしていませんので、できればご自身で準備してもらえたら。備品に

関しては利用していただけますので、今後、ポット等の場所は張り紙等で伝

える対応をしたいと思います。今回も立て札を準備しました。 

町のため池が５カ所あるが、大雨で決壊する

可能性も十分ある。その管理は町がしている

のか、個々に管理しているのか。 

 

５つのため池のうち４つが農業用で、ため池養水組合が大雨の前に水を抜き

決壊を防ぐなどの管理をしています。前山の原田ため池のみ建設課が管理

しています。 

また、地震等で一気に水が流れた場合に影響があるお宅には、ため池ハザー

ドマップを作成し、配布しています。 

今後、組合が管理できないような状況になる場合には、協議していきたいと

思います。 



浦庄地区 
 

生活道として活用している道路で、狭くて不

便な箇所がある。火事など万が一の際に、消

火活動ができるのか心配なほど。人家や畑が

ある状況で、できるだけ通りやすく安心安全

な道路にしてほしい。 

交差点の改良や拡幅は地権者の協力が必要ですが、カーブミラーの位置や

高さで対応できるところは、現地確認したいと思います。地権者の協力がな

ければできないことについては、どういった方法があるかも含めて見させて

いただきたいと思います。 

【後日、カーブミラーの位置を現地確認しましたが、有効な設置位置を確定で

きませんでした。また、道路拡幅については、地元の山西県議に地権者の意

向を伺っていただくこととしています。】 

各地区の公民館分館は地域づくりの中心であ

り、様々な活動を支える分館長は非常に重要

な存在でる。現在、分館長の任期は３年という

ことのようだが、地域の活力と公民館活動は

密接に関わっており、３年という期間は短すぎ

る。地域の多くの人が、もう１期してほしいと

望んでいる。 

きちんとした内規ではありませんが、昔からの申し送りによるものです。近

年、分館長の業務は地域とのつながり、時間外や休日勤務などハードである

こともあり、なり手不足になっています。来年度、会計年度任用職員の制度

が運用されると、分館長の職も適用となる可能性もありますし、５年６年と継

続していただける方は優先することも考えなければならないし、どういった

形が地域や公民館のためになるのか考えながら改善を加えていきたいと思

います。 

縁故採用がないよう、引き続き努力してほし

い。石井町のために頑張ってくれる方を積極

的に採用し、町長と共に頑張ってほしい。 

町職員の採用は、統一の試験となっており、１次試験の結果表が試験センタ

ーから送られてきます。番号と点数だけになっていて、面接は４～５人で行

い、人柄・コミュニケーション能力なども含め、合議制で行っています。 

採用がスタートであり、４０年・５０年を石井町の職員として町や住民のため

にしっかり働くという意識を伝え、意欲的に仕事ができる環境を整えていき

たいと思います。 

中央公民館の図書室はスペースも狭く、蔵書

数も少ない。空き施設を利用し、１戸建ての広

いスペースの図書室、図書館の充実をお願い

したい。 

中央公民館も建築後３０数年、リフォームの計画をしており、図書室を広げる

と非常に高額な費用がかかります。飯尾川公園・バイパス周辺が駐車場も広

くとれるので、あのあたりの施設を改造することで図書館ができないかと構

想もあるが実現には至っていません。移動図書館車を活用し各地への巡回



ができるようにはなりましたが、図書館の充実に向けて、今後も継続して考

えていきたいと思います。 

 

学校図書室の充実については、図書館司書の免許を持った先生がいますが、

学級担任をしているため図書館の充実が難しい面がありました。今年、石井

中学校に、スクールサポートスタッフという１日３時間勤務の方が県から配置

されましたので、先生方の事務的な面での負担軽減ができました。図書館司

書の免許を持った先生の負担軽減が図書室の充実に繋がるよう、来年度か

らは児童数の多い石井中・石井小・などに配置の要望をしていきます。 

高原地区 
 

職員の机を見ると、書類が山積みになってい

ないようだが、各課・係に対し、町長からの指

示や連絡はどのように周知徹底を図っている

のか。 

町長から直接、担当課長に指示したり、総務課長から指示しています。月２

回、必ず朝礼を行い、指示・連絡・報告をさせて頂いています。また、パソコン

で処理・連絡をするため、紙媒体は少なくなっています。 

いきいき１００歳体操の参加者から、体操を始

めて「元気になった」「会合等に参加する気力

がわくようになった」という声があがってい

る。役場では、こういった反応を含め、何か効

果や手応えを感じているのか？ 

フジグラン石井や各サロンで約３００名の方が参加されており、平成２９年

度・３０年度において体力テストを実施した平均のデータでは、明らかに向上

した良い結果が出ています。ご自身の体の健康のため、多くの方に取り組ん

でもらいたいと思います。 

また、体力づくりのための１００歳体操に加えて、認知症予防の体操やお口

の健口体操の取り組みも始めています。毎日自宅で行える簡単な体操なの

でぜひ取り組んでいただき、おいしい食事をとって、いつまでも元気で過ご

していただきたいと思います。 

道路舗装の修繕について、町の公用車が舗装

して通っているが、そのやり方に疑問がある。

作業後、担当者は上司に報告をしているの

臨時職員２名で道路パトロールを行い、簡易な箇所は常温の合材をしいて、

車の車輪で締め固めています。作業後はカメラで撮影し、日々の日報で報告

を受けています。職員で対応困難な箇所は舗装業者に依頼しています。 



か。 

また、道路の植え込みは環境美化運動として

行っているはずなのに、枯れて放置されてい

たり雑草が生えている。 

NPO 法人に年間委託し植栽の管理をしてもらっている通りと、町が管理し

ている通りがあり、年間に２・３回程度の除草と剪定をしていますが、現地確

認をして、対応できるところはしたいと思います。 

せっかく放送していても、悪天候時には聞こえ 

なかったり、スピーカーの近くに住む方は大

音量に悩まされているようだが、音量を下げ

てスピーカーの数を増やしてはどうか？一部

の人しか聞こえない、ケーブルテレビで同時配

信もされていないのでは、せっかくの設備が

もったいない。 

防災無線については、以前から様々なご意見をいただいていますが、 

スピーカーの数を増やすのは財政的に難しい。同じ内容を聞くことがで 

きるテレフォンサービス（６７４－７７３０）の利用や、ケーブルテレビや 

いしいアプリ、ホームページでの情報発信、また台風時には NHKの文 

字放送でも発信しているのでご活用いただきたいと思います。 

今後、防災無線と他のメディアでの情報を同時に流せるシステムなども 

考えていきたいと思っています。 

もっと人が集まるよう、飯尾川公園に、前山公

園のような子どもの遊び場（子どもやお年寄

りが簡単にできる、無料の運動施設）を作って

もらえないか？ 

いしいドーム築１５年を経過することから、長寿命化修繕計画を策定中です

が、安価かつ安全で年齢関係無く利用できるような施設についても検討して

いきたいと思います。 

前山公園に２００匹近いスズメバチがいて、子

どもも利用するし、危険。体育館管理人には話

した。１ヶ月近く経過するが、一向に対応され

ない。 

おっしゃっている箇所のことは今、初めて聞きましたので、また確認します。

基本的には、土地所有者等に対応していただく事になりますが、状況に応じ

て町も対応する事となります。 

【翌日、現場を確認し、専門業者に依頼し、２日後に駆除いたしました。なお、

同箇所については、８月にも２つの巣の駆除をいたしました。】 

藍畑地区 
 

高畑東の集会所にエアコンをつけてほしい。 

昨年の利用回数６３回、延べ人数１，２３８名と

多くの方が利用しているがエアコンが無く、熱

中症になった。集会所を管理する産業経済課

要望書については、明日、確認しておきます。 

集会所については、地元自治会が管理をしているのが現状です。エアコンの

設置や維持費に関しても自治会費の中から出費してもらっています。高畑地

区がどのような状況なのか少し調べさせて頂いて、近々に連絡したいと思い



へ相談したところ、町長への要望書を提出す

るよう言われ、９月１８日に提出したが、１ヶ月

以上たっても返事がない。 

ます。 

【高畑東の集会所は、農村集落のコミュニティの場として平成元年に建てら

れた施設です。今後も地域社会の交流の場として活用していただけるよう、

エアコン設置について検討します。】 

避難所訓練を各小学校単位で実施するとのこ

とだが、学校教育・防災の一環として小学校に

協力をあおいで子どもの参加を求めたら、両

親が一緒に参加する等、多くの参加が見込め

るのでは？ 

来年１月１９日、日曜日に避難訓練を実施しようと計画しています。小学校ま

で歩いて避難をする防災散歩のイメージで、子どもの参加を増やしていきた

いと思っています。参加呼びかけのチラシを含め小学校にも協力してもらう

ことを考えています。 

県の防災センターから起震車を呼んで、震度６

や７の体験をしてもらうのはどうか？ 

5 カ所で統一して、歩いて避難してもらい避難経路や危険箇所の確認、避難

物資搬入のお手伝をしていいただく作業を行います。その間の時間で、起震

車も含め、医師会や防災士会にお手伝い頂いて避難者の受け入れや、防災の

話など学校単位で実施する予定です。 

他の地区の子どもは増えているようだが、藍

畑はどうして増えないのか。鍛冶屋原線のバ

スについて広報がないので分からない。 

ふれいあい大会を開催する際、河原にトイレを

設置しているが、防災で購入してレンタルでき

るようにしてくれたらと思う。 

子どもが減っていることについては、調整区域でなかなか建てにくいこと、

農業が盛んで農地が多いことの２点だと思うが、公民館旧跡地も分譲などし

て、藍畑小学校が複式学級にならないようにしたいと思います。鍛冶屋原線

のバスについては、ケーブルテレビなどでもしっかり広報していきたいと思

います。 

災害発生時に避難所でトイレの問題は非常に重要な問題で、県も簡易トイレ

の設置について推奨しています。電気を使うため、河原で利用する際に貸出

できるかは分かりませんが、密封処理され菌が発生しない衛生的な簡易トイ

レが開発されています。県の補助金を活用し、今年度２０個の簡易トイレを購

入予定です。 

（田中家住宅、田中さん） 

台風時、夜中に火災警報器が鳴り響くことが

３・４年前から続いている。業者に相談し、教

予算は町単でもできるかと思うので、すぐに対応するよう担当に伝えておき

ます。 

【通常の修理においては、年度当初に国・県１／２、町１／４の補助金を交付し



育委員会から問題として上がっているかと思

うが、８月の台風から警報器を外している。防

災の観点からいうと異常なことなので、何か

措置をお願いしたい。 

て所有者の方に修理を実施していただいています。今回は国・県補助金につ

いては迅速な予算措置が難しいとのことでしたが、少しでも早く町補助金で

対応いたします。なお、通常では町補助率は１／４ですが、国・県補助分につ

いても町で負担し、補助率３／４とさせていただきます。】 

高川原地区 
 

加茂野の堰は水をせき止めるだけの堰で、上

流で住む住民は迷惑で仕方ない。理不尽な堰

で、早く撤去してもらいたい。 

飯尾川の改修について、県の管理河川なので度々要望はしています。 

平成２５年に南岸が撤去され、次は麻名用水堰の撤去、その後北岸を撤去と

いう流れになっています。県と麻名用水と話をしている状況ですが、北岸の

撤去までにはポンプの増設や、徳島市への影響も考えなければならず、数年

はかかるかと思いますが、第一歩を踏み出すため、意見を交わしていきたい

と思います。 

子育てしやすい町となる一方で、保育等に従

事する方が辞めてしまうことがないよう、生活

水準を維持または向上できるような給与体系

をとれているのか。 

町立の幼稚園・保育所の正規の職員は公務員としての賃金、臨時職員につい

ては日額で決まっています。来年度からの制度で、臨時職員が会計年度任用

職員となり一時金等が制度化など、改善されます。日額単価については、人

員確保するための努力として、今までも金額を改善してきました。 

学童保育については、各学校区でバラバラだったため、数年前から社会福祉

協議会に運営を委託して町内一律の給与体系になっています。人員不足の

点は、再々募集をしていますがなかなか集まらないのが現状です。 

先生が居住するところと、勤務先の学校の行

事をずらし、先生も我が子の行事に参加でき

るような配慮はしているのか。 

また、さくら認定こども園（新園舎）ができた

ことが高川原幼稚園の子どもの人数の減少に

関係しているのか。 

今年の運動会は、高原と浦庄が９月末、他の３校は１０月と少しずらして実施

することができています。教員の働きやすい環境のため、配置に関しての考

慮もしていければと思います。 

さくら認定こども園（新園舎）の幼稚園部門の定員は１０名で、旧の施設の時

から変わっていません。実数は多少超えているかもしれませんが、このこと

が幼稚園の子どもの減少には直接関係していないと思います。 

火葬場はいつできるのか。痛んでいる道路の 建設場所、費用の２つの問題があります。あまり歓迎される施設ではないと



舗装はできないのか。 思うので、建設場所を決めにくい。費用については、かなりの金額となるの

で、給食センター建て替えや中央公民館のリフォームなど多額の費用がかか

るなかどういった順で進めていくのかが問題だと思います。町長の今期の公

約でもあったように、４年間でゴールが見えるくらいの形にしていきたいと

いう思いです。 

 

道路の舗装については、傷み具合や活用状況を鑑みて優先順位をつけて舗

装しています。生活道路に特に重点をおいて舗装していますので、具体的な

場所をお聞きしたいと思います。 

【会終了後、場所を確認しました。既に発注済みです。】 

今回の幼児教育の無償化は何重にも不公平

な制度だと思う。石井町だけでも主婦や産休

の方などにも対象を広げてほしい。 

役場はセロハン窓の封筒を使用しているが、

グラシン紙を使用し古紙として再生できる窓

の封筒があるので、エシカルの面から、切り替

えを考えてもらえないか。 

今の制度はスタートしたところですので、見定めて改善していく段階です。市

町村からも国の方へ様々な意見が出されるだろうと思いますので、制度改

正を働きかけていく対応はこれからだと考えています。 

ご指摘のとおり、セロハン窓の封筒を使用しています。まだ在庫があります

のですぐにという訳にはいきませんが、今後の発注の際にはエシカルを意識

して選んでいきたいと思います。 

前山公園体育館は老朽化で雨漏りをしてい

る。大きな大会やイベントができるような広さ

もない。他市町村に勝る立派な施設を作って

ほしい。 

町単独で体育館を建てるのは財政的に厳しいため、隣の市町と協力して、共

同で出し合って両方の市民町民が利用できる市町民体育館のような形でで

きないかなと思っています。今度、徳島市の体育館も建て替えの話がありま

すが、駐車場の確保のことなど提言しながら、協力してやっていける体制を

作っていきたいと思っています。 

平成１６年の台風で池田ダムが放水したこと

で、第十堰も３メートルくらい上がったと聞い

ている。事前放流を早めにするよう、県に要請

してほしい。 

できる限り予報の範囲内で事前放流も行っている、適切な放流ができるよう

に改善を加えていきたいと、国交省から聞いています。池田ダムについても

申し入れておきたいと思います。 

 


